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人らしく自然にふるまうデジタルヒューマン
より自然な会話のかけ合いが可能な、

話しやすい／話しかけやすいAIを実現します
#顧客体験価値向上 #業務効率化

従来のデジタルヒューマンは会話相手の様子や
会話内容、環境の様子を十分に考慮できず、無
機質なAI的「対話」しかできません。

広範な接客シーンに本技術を適用することによ
り、コスト削減およびUX向上を実現します。

NTT独自の対話状況認識技術、音声認識技術、画像認識技術、
音声合成技術などを組合せることにより、デジタルヒューマン
が会話相手のふるまいなどの状況に応じて臨機応変に対応可能

従来のデジタルヒューマンでは相手の発話が終わるのを待ち応
答を返す「対話」にとどまるが、本技術は各種認識技術・生成
技術を組み合わせ随時適切な応答を行う「共話」を実現

小売・公共産業分野において、商品説明、展示説明、デジタルサイネージなどの顧客対応に適用（2030年頃） [市場規模 1.7兆円]
医療・福祉・教育産業分野において、カウンセリングや話し相手となる存在として適用（2030年頃）[市場規模 9400億円]

出展社＝日本電信電話株式会社

問い合わせ先URL

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=D01-21
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